
： 「集中荷重」 「曲  げ」

「分布荷重」 「せん断」 ③ 使用断面の仮定

「線 荷 重」 「軸  力」 算定した作用力に見合う断面形状を仮定する。

「偏心荷重」 「ねじり」

部材設計に際しては載荷される荷重を設定する必要がありますが、部材に作用する

力はその部材に与える影響によって、曲げ・せん断・軸力・ねじり  などと名称が

変わります。したがって、一つの作用力が一つの部材に対して、曲げとせん断など

複数の作用力を与えることになります。

① 荷重の種類 ・ 作 用 力 (着目点：ａにおいて)

橋などの構造物に作用する力は、車の車輪などの「集中荷重」、舗装などの「分布 軸    力 kN

荷重」があります。また、この分布荷重も高欄のように線状に分布しているものを せん断力 kN

「線荷重」と言ったり、離れた所に作用する「偏心荷重」などがあります。 曲げﾓｰﾒﾝﾄ ※  ﾃﾞｻﾞｲﾝﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ より

④ 応力度照査

作用力の
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作用力 と 応力度

橋梁部材の設計方法は？
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着目する部材への作用力が定まったら、部材の持つ断面性能のもとで安全であるか

否かの照査をします。

これを「応力度照査」と言い、部材に作用する単位面積当たりの応力（＝応力度）

を部材の持つ許容値と比べて安全性を確認します。
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② 作 用 力

上記のような荷重が載荷される部材は、曲げ・せん断・軸力・ねじり  などの作用 ＜ OK

を受けます。 合成応力度

Ｍ Ｍ
Ｚ Ｉ

⑤ あとがき

今回は、構造力学の初歩の初歩。用語の説明を目的とするものであり、鋼材の座屈

による許容応力度の低減などには触れていない。これらに興味を持つ者は当シリー

ズ第５回「座屈強度」などを参照されたい。

は、同値である
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